
　　　　　　　　　

摂津市議会

議会運営委員会記録

平成２４年６月８日

摂 津 市 議 会



議 会 運 営 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２４年６月８日（金）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　午前１０時４３分　閉会

１．場所

第一委員会室

１．出席委員

委 員 長
 三宅秀明 
 副委員長
 南野直司 
 委　　員
 大澤千恵子

委　　員
 上村高義 
 委　　員
 弘　　豊 
 委　　員
 森西　　正

委　　員
 原田　平 


議　　長
 嶋野浩一朗
 副 議 長
 村上英明 


１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

副市長　小野吉孝
 総務部長　有山　泉　　　

１．出席した議会事務局職員

事務局長　寺本敏彦　　同局局次長　藤井智哉　　同局総括参与　野杁雄三

同局総括主査　湯原正治　　同局書記　寺前和恵　　同局書記　田村信也

１．案件

・平成２４年第２回定例会審議日程及び議事日程について

・代表質問、一般質問、委員会での質疑について
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（午前１０時　開会）

○三宅秀明委員長　ただ今から議会運営

委員会を開会いたします。

　まず、理事者からあいさつを受けるこ

とにします。

　小野副市長。

○小野副市長　おはようございます。

　議会運営委員会を開催していただきま

して、ありがとうございます。来週の１

２日から開催されます平成２４年第２回

定例会におきまして、報告案件３件、補

正予算２件、条例案件２件の７件を予定

いたしております。それぞれの案件の概

要につきましては総務部長より説明させ

ますので、よろしくお取り計らい賜りま

すよう、お願い申し上げます。

○三宅秀明委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は南野委員

を指名いたします。

　それでは、第２回定例会の提出議案に

ついて概略説明をお願いいたします。

　有山総務部長。

○有山総務部長　それでは、平成２４年

第２回定例会提出案件の概略説明をさせ

ていただきます。

　まず、報告第２号は、摂津市税条例の

一部を改正する条例専決処分報告の件で

ございます。これは、地方税法の一部を

改正する法律が平成２４年３月３１日に

公布されたことに伴い、摂津市税条例に

おいても所要の改正を専決処分いたした

ものでございます。

　主な改正点は、平成２４年度の固定資

産税、都市計画税及び特別土地保有税の

負担調整措置について、現行制度を平成

２６年度まで延長するものです。ただし、

住宅用地に係る措置特例については、平

成２４年度から２５年度において負担水

準９０％以上の住宅用地に存置した上で

平成２６年度に廃止するものです。また、

地域決定型地方税制特例措置が導入され

たため、固定資産税の課税標準の特例に

係る割合を条例で定めることになりまし

た。このことから、軽減率を条例で定め

るものです。

　次に、特例民法法人から移行した一定

の一般社団・財団法人が設置した施設に

係る固定資産税・都市計画税を非課税と

する特例を追加いたしております。

　また、居住用財産の買いかえ特例等に

ついて、東日本大震災により滅失した家

屋について、その敷地に係る譲渡期限を

３年から７年に延長するものです。

　次に、報告第３号、平成２４年度摂津

市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）専決処分報告の件でございますが、

これは、平成２３年度国民健康保険特別

会計の決算収支が、３億６，０５０万３，

０００円収支不足を見込んでおり、この

赤字補てんのため平成２４年度予算から

前年度繰上充用金として、平成２４年５

月３１日に専決補正したものです。

　次に、報告第４号、平成２３年度摂津

市一般会計繰越明許費繰越報告の件でご

ざいますが、平成２３年度繰越額が確定

いたしましたので、地方自治法施行令第

１４６条第２項の規定により、繰越明許

費繰越計算書を調製し、ご報告申し上げ

ます。

　内容につきましては、款９、教育費、

項２、小学校費の小学校施設改修事業で、

金額１億３２５万円の全額を翌年度に繰

り越すものでございます。繰越額の財源

内訳は、地方債５，４３０万円、一般財

源４，８９５万円となっています。

　項３、中学校費の中学校施設改修事業

で、金額１，３００万円の全額を翌年度

に繰り越すものでございます。繰越額の

財源内訳は、全額一般財源となっており
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ます

　また、中学校耐震補強等事業で、金額

１億１，４４０万円の全額を翌年度に繰

り越すものでございます。繰越額の財源

内訳は、国庫支出金２，９９０万８，０

００円、地方債８，４４０万円、一般財

源９万２，０００円となっています。

　項６、図書館費の図書館施設管理事業

で、金額２，０６６万５，２６０円を翌

年度に繰り越すものでございます。繰越

額の財源内訳は全額一般財源となってお

ります。

　次に議案第４０号、平成２４年度摂津

市一般会計補正予算（第１号）でござい

ますが、当初予算額３２０億８，８５０

万円に補正額１３億１，１８３万１，０

００円を追加し、補正後予算額を３３４

億３３万１，０００円とするものでござ

います。

　内容は、土地開発公社が所有しており

ます、千里丘４丁目の土地購入費、コミュ

ニティプラザ器具費、市たばこ税大阪府

交付金、ＪＲ千里丘駅エレベーター設置

事業の補正予算を計上いたしております。

財源内訳ですが、土地購入費は、地方債

で１億４，８６０万円、その他、摂津市

土地開発公社準備金精算金９億４，５８

３万１，０００円となっております。コ

ミュニティプラザ器具費は、その他財源

としてコミュニティ助成金２４０万円を

補正予算として計上いたしております。

一般財源はございません。

　ＪＲ千里丘駅エレベーター設置事業で

は、地方債で７５０万円、その他財源と

して鉄道運輸機構負担金５００万円、今

回補正予算（第１号）に係る一般財源は

２億２５０万円で、全額財政調整基金か

ら繰り入れております。

　次に議案第４１号、平成２４年度摂津

市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）でございますが、予算額１０９億３，

４８９万３，０００円に補正額４９５万

６，０００円を追加し、補正後予算額を

１０９億３，９８４万９，０００円とす

るものでございます。その内容は、特定

健診未受診者に勧奨を図るものでござい

ます。財源は、全額国庫支出金となって

います。

　次に議案第４２号、住民基本台帳法の

一部改正及び外国人登録法の廃止に伴う

関係条例の整備に関する条例制定の件で

ございますが、平成２４年７月に住民基

本台帳法の改正法が施行され、外国人登

録法に伴う事務が廃止されることに伴い、

外国住民に対しても日本人同様に住民票

が作成されることとなりました。

　この法改正により、「外国人登録」の

文言削除等、外国人住民に関する規定の

用語整理を行うものであります。これに

伴い整備を行う条例は、摂津市事務分掌

条例、摂津市印鑑条例、摂津市手数料条

例、摂津市立学童保育室条例、摂津市敬

老祝金条例、摂津市水道事業の給水等に

関する条例の６条例に所要の条文整備を

行うものでございます。施行日は、平成

２４年７月９日からとなっております。

　次に議案第４３号、摂津市営住宅条例

の一部を改正する条例制定の件でござい

ますが、鳥飼野々団地、鯵生野第１団地

及び鯵生野第２団地を廃止するもので、

これらの項目を条例から削除するもので

す。施行日は、公布の日からとなってお

ります。

　以上、平成２４年第２回定例会に提出

いたしております７件の概略説明といた

します。

○三宅秀明委員長　説明が終わりました。

この際、何か質問がございましたらお受

けいたします。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○三宅秀明委員長　質問がないようです。

　理事者の皆さんは退席頂いて結構です。

　暫時休憩します。

（午前１０時　９分　休憩）

（午前１０時１０分　再開）

○三宅秀明委員長　議会運営委員会を再

開します。

　それでは、第２回定例会の審議日程及

び議事日程について、事務局から説明を

お願いします。

　湯原総括主査。

○湯原事務局総括主査　それでは第２回

定例会の審議日程等の事務局案について

説明いたします。

　まず会期は、６月１２日から６月２６

日までの１５日間でございます。

　審議日程につきましては、本会議初日

の６月１２日は、付託案件について提案

理由の説明、質疑、委員会付託、並びに

即決案件の審議でございます。

　１３日が建設常任委員会と民生常任委

員会で、建設常任委員会終了後、建設常

任委員協議会が予定されております。

　１４日が総務常任委員会と文教常任委

員会でございます。文教常任委員会終了

後、文教常任委員協議会が予定されてい

ます。

　１４日の正午が一般質問の届出締め切

りでございます。また、１５日には、駅

前等再開発特別委員会が予定されていま

す。

　次に、２１日が議会運営委員会、２５

日は本会議で一般質問、翌２６日は本会

議最終日で、一般質問の後、付託案件の

委員長報告、採決の後、議会議案でござ

います。また、本会議終了後、議会運営

委員会を開催いただき、次の第３回定例

会の日程の仮決定をお願いするものです。

　以上が、審議日程案です。

　続きまして、議事日程について説明を

いたします。

　まず、６月１２日につきましては、日

程１が会期決定の件で、日程２は、議案

第４０号など４件で、一括して提案理由

の説明、質疑を受けた後、所管の委員会

に付託でございます。

　日程３は、報告第２号など２件で、一

括上程で即決でございます。

　日程４は、報告第４号で、報告を受け

ていただきます。

　６月２５日については、一般質問でご

ざいます。

　２６日については、日程１、一般質問

の後、日程２、議案第３８号など委員会

付託案件の５件を一括上程の上、委員長

報告、採決となります。

　なお、今定例会が市長の任期最終の本

会議となりますので、前例によりまして、

閉会前に市長からあいさつを受けること

になりますので、よろしくお願いいたし

ます。

　以上が議事日程でございます。

　次に、議案付託表でございますが、ご

らんのとおり総務、建設、文教、民生の

各常任委員会で審査をお願いする案件で

ございます。

　次の議案第４０号、所管別の分割表は、

平成２４年度一般会計補正予算（第１号）

につきまして、総務、建設、民生の各常

任委員会で審査をお願いする内容でござ

います。

○三宅秀明委員長　ただいま事務局から

説明がありましたとおりで、よろしい

でしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○三宅秀明委員長　それではそのように

決定いたします。

　報告事項がありますので事務局から説

明をお願いいたします。

　湯原総括主査。
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○湯原事務局総括主査　報告事項ですが、

全国市議会議長会からの表彰状伝達式に

ついてでございます。

　去る５月２３日付で、全国市議会議長

会から表彰されました方の表彰状の伝達

式を６月１２日の本会議開会前に行いま

す。

　今回の表彰におきまして、山本議員及

び野口議員が３０年表彰、渡辺議員が２

０年表彰、上村議員が１５年表彰、森西

議員、嶋野議員及び安藤議員が１０年表

彰を受賞されておられます。

○三宅秀明委員長　ただいま事務局から

説明がありました点について、よろしく

お願いいたします。

　次に、代表質問、一般質問、委員会質

疑についてです。

　本件については、代表質問、一般質問、

委員会での質疑について、１、代表質問、

一般質問、委員会での質疑が同じように

なされ、住み分けがされていない。２、

傍聴者や音声の公開を意識した項目の列

挙方法で行うべきである。３、質問者と

答弁者の間で事前に整理された原稿に沿っ

た議論になり過ぎないようにすべきであ

るという内容で、何人かの議員から議長

にご意見があったようです。

　そのことを受け、議長から議会運営委

員会で一度確認をするように要請があっ

たため、案件とさせていただきました。

　１点目については、市の事務全般に対

して議員個人個人から行われる一般質問

に対し、代表質問は市長の市政運営方針

等について、会派を代表して質問を行う

ものであります。また、委員会質疑は議

題となっている議案に関して行われるも

のであります。この住み分けがされてい

ないというご意見です。

　２点目については、代表質問、一般質

問、委員会での質疑においては、市民を

代表して市政をチェックするために質問・

質疑を行うという趣旨にかんがみ、理事

者が理解できるようにすることは当然と

して、情報公開の観点からも、項目の列

挙方法を工夫して、市民にわかりやすい

方法で行うべきであるというご意見です。

　３点目については、代表質問、一般質

問、また委員会の質疑において、質問・

質疑の趣旨を事前に伝えることは、答弁

者からの答弁が不十分となることを避け、

より深い議論を行うことができるメリッ

トがありますが、ややもすると質問者と

答弁者の間で事前に整理された原稿に偏

りがちな議論となってしまいます。

　市政に対するチェック機能を果たすた

めに緊張感を持って議論をすべき市議会

として、市民に誤解を与えないように注

意しなければならないというご意見です。

　何人かの議員から議長に対して、この

ようなご意見があったということについ

て、各会派内で周知いただくようお願い

します。

　これらの点について、何かご意見のあ

る方はいらっしゃいますか。

　原田委員。

○原田平委員　今、委員長がそういうふ

うに述べられたことを初めて聞いて、そ

れを会派に伝えて欲しいと言われたって、

どういうことを言われたかよく分かりま

せん。箇条書きか何かにして、委員にく

れないと、どういうことを言われたのか

理解に苦しむんですけれども。

○三宅秀明委員長　ほかにご意見ござい

ますでしょうか。

　上村委員。

○上村高義委員　今、委員長が述べられ

たことは、私もそういうことを感じてい

ましたので、理解しますけれども、今、

原田委員が言ったように、委員長が言わ

れた３つの項目があって、そのことをメ

－
5
－



モしてませんでしたので、こういうこと

を会派に示していただきたいという文書

でもらえるならば会派に持って帰って説

明しやすいという気もしますので、その

辺のご配慮はどうなんでしょうか。

○三宅秀明委員長　暫時休憩します。

（午前１０時１８分　休憩）

（午前１０時２５分　再開）

○三宅秀明委員長　再開します。

　資料をお配りいただきました。これを

踏まえまして、ご意見ございますでしょ

うか。よろしいでしょうか。

　原田委員。

○原田平委員　１番で、代表質問、一般

質問、委員会での質疑が同じようになさ

れ、住み分けがされていないということ

だけれども、例えば、代表質問に入って

いない項目を一般質問でする、あるいは

委員会でということになれば、住み分け

なんかできません。同じようなことも言

うわけだから。これは委員会質疑やと、

これが代表質問やと、そんな区分けでき

ないです。そうでしょう。内容は重複す

ることも十分あったりして、委員会のほ

うでもう少し突っ込んだ議論をしたり、

考え方を聞きたいということは当然ある

べきやし、そんなことで住み分けがされ

てないということで、こう行うべきとか、

そんなことを決めるべきじゃないんじゃ

ないですか。皆さんの意見も聞きたい。

○三宅秀明委員長　ただいま原田委員の

ご意見をいただきました。

　ほかにご意見ございますでしょうか。

　では、原田委員のご意見につきまして、

住み分けと一口に言っても難しいんじゃ

ないかということであったかと思います。

　確かにその面はあります。ただ、代表

質問と一般質問という点において、資料

に頼るのも余りよろしくないとは思いま

すけれども、地方議会運営事典という資

料、またほかの資料でも代表質問は党派

なり会派なりを代表して、大きな市政運

営についてを問うものであるということ

になっております。一般質問は、市の一

般行政、事務にかかわるもので質問する

という形になっております。そういうの

は、いわゆる政治判断を要する点につい

て重きを置いた質問が代表質問であり、

もう少し細かい部分を問うていくことが

一般質問になっていくのかなという感じ

を持っております。

　したがって、その点からこの住み分け

というふうなご意見があったのかなとい

うふうに私は思っております。

　もちろん今、原田委員がおっしゃった

ように、捉え方は議員個人個人それぞれ

ですので、今回の一件でじゃあどのよう

にということは難しいと思いますので、

今回はそれを確認していただきたいとい

う点について、お願いを申し上げた次第

でございます。

　ほかの委員の皆様、ご意見ございます

でしょうか。

　大澤委員。

○大澤千恵子委員　何人かの議員から議

長にご意見があったということで、何人

かの議員から同じようなことがあって、

まとめられたのか。それとも別々の項目

で意見があって、それを精査されてまと

められたのか、そのあたりはどのように

これをまとめられたのか、教えていただ

けますか。

○三宅秀明委員長　暫時休憩します。

（午前１０時２９分　休憩）

（午前１０時３５分　再開）

○三宅秀明委員長　再開します。

　大澤委員の質問に対しまして、休憩中

ですが、議長また他の議員からお話があ

りました。どの議員からどの項目の意見

があったということではなく、何人かの
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議員から口頭で意見を聞いたものを集約

したのが今回の３点ということです。

　大澤委員、そのご回答でよろしいでしょ

うか。

○大澤千恵子委員　結構です。

○三宅秀明委員長　ほかにご意見ござい

ますでしょうか。

　原田委員。

○原田平委員　２番の、公開を意識した

項目の列挙方法で行うべきであるという

こと、それから３番の質問者と答弁者の

間で事前に整理された原稿に沿った議論

になり過ぎないようにという点。実際あ

るんでしょうか。こういうことを確認し

なくてはならない現状なら問題です。

○三宅秀明委員長　ほかにご意見ござい

ますでしょうか。

　南野委員。

○南野直司委員　委員長から３点、方向

性ということで出していただきましたの

で、会派に持って帰って一回、検討させ

ていただいて、何か意見があったら、委

員長に申し出させていただいて、また今

後の議会運営委員会で諮って、整理する

時間も設けたらいいんじゃないかなと思

うんですけれども。

　中身については本当にすごく幅広いこ

とですので、一回持って帰って、会派で

議論していただいて、何かありましたら

委員長にお伝えしていきたいと思ってい

ます。

○三宅秀明委員長　ありがとうございま

す。今回の３点につきましては、休憩中

に議長からも話がありましたが、さまざ

まにご意見をいただく中でご意見を精査

して、整理した上で今回のこの３点に絞

られてきて、今回ご提案をさせていただ

いたものになっております。

　したがって、事細かにこういったのが

あったかについては、また別の話になり

ますけれども、この２点目の項目の列挙

方法、また３点目の議論のあり方につい

て、現状はどうなのかという確認をまず

していこうという話が重きに置いてあっ

たかと思います。この点を踏まえまして、

先ほど南野委員がおっしゃった、持ち帰

りという判断も一つの方法かと思います

けれども、原田委員、いかがでしょうか。

○原田平委員　持って帰れということだっ

たら、持って帰りますが、議長から確認

をするように要請があったため、案件と

するということですので、確認というこ

とになると、了解をしたということにな

るので、こういう問題が提起をされたと

いうことにしといてもらわんと。この３

つが確認をされたんだということになる

と、例えば３番目なんか、先ほど言うた

ように、そんなことが行われているのか

と。原稿に沿った議論になり過ぎている

のかということも問題として出さないと

いけません。

○三宅秀明委員長　原田委員からご意見

いただきまして、今回、先ほど申し上げ

ましたけれども、このようなご意見があっ

たということについて、会派にお持ち帰

りいただきたいというふうに申し上げて

おります。そちらをご理解いただければ

と思います。

　以上の点につきまして、皆様、よろし

いでしょうか。

　上村委員。

○上村高義委員　うちの会派はそのこと

で理解していますので、持ち帰りたいと

思います。

○三宅秀明委員長　原田委員。

○原田平委員　３点を確認をしたという

ことでなしに、こういう提起があったと

いうことで持ち帰らせていただきます。

○三宅秀明委員長　森西委員。

○森西正委員　うちも会派に持ち帰らせ
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ていただいて、原田委員がおっしゃって

いるように、確認というか、きょう提起

をいただいて、それを会派のほうに持ち

帰らせていただいて、もし異議があるよ

うでしたら、委員長のほうにお伝えさせ

ていただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。

○三宅秀明委員長　弘委員。

○弘豊委員　今の提起で、会派の中で持

ち帰って議論をして、何かしらまたその

後の集約というか、そういうのを議会運

営委員会でとっていくという形というの

か、今後の進め方というか、この意見が

あったというようなことを受けとめて、

異議があったら委員長にお伝えすると、

それでいいのかどうか。

　基本的には質問のあり方、自由にやら

れたらいいかなと思いますし、原田委員

が言われましたように、その場で議長や、

委員長が判断して、実際に委員会質疑な

んかで、私もよく議題と違うんじゃない

かということでとめられたりしています

ので、それで対応できない部分があって、

今回こういう形になったということです

ね。今後、何かしら集約を図って、取り

決めをしていくようなことで考えておら

れるのかだけ、確認で聞いておきたいと

思います。

○三宅秀明委員長　ただいま幾つかご意

見をいただきまして、今後会派にお持ち

帰りいただいて、何かご意見等がござい

ましたときには、委員長にお伝えいただ

ければと思います。今回は、集約といっ

た形で、縛って何かをするというもので

はありませんので、そのようにご理解い

ただければと思います。

　他にご意見はございますか。。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○三宅秀明委員長　では、本日さまざま

にご議論いただきまして、ありがとうご

ざいました。引き続きまして、議会改革

等には皆様、同じ方向性を持って取り組

んでおられることを確信しておりますの

で、皆様のそれぞれの思いをしっかりと

受けとめながら、議会運営に当たらせて

いただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。

　以上で、本委員会を閉会します。

（午前１０時４３分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　議会運営委員長　　三 宅 秀 明

　

　議会運営委員　　　南　野　直　司
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